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【序論】Y4(SiS4)3に Tb
3+イオンを添加することで, 緑色発光を示す(Y1-xTbx)4(SiS4)3蛍光体( 0≦x≦

1 )の作製に成功している[1]. この発光は Tb
3＋イオンに起因するもので, 母体励起によって Tb

3+を

効率よく発光させていることが分かっている. しかし, その機構については明らかになっていな

い.  x = 0.005, 0.01, 0.1, 0.5の試料において, 時間分解フォトルミネッセンス(TRPL)測定を行った. 

【実験】原料粉末を焼成する固相反応法によっ

て(Y1-xTbx)4(SiS4)3 を得た[1]. TRPL の測定は, 

励起光源に YAG:Nd
3+

(355 nm)を用いて行った. 

図 1に x = 0.5のときの結果を示す. Tb
3+に起因

するスペクトルだけでなく, 定常発光のとき

に見られなかった母体欠陥に起因するブロー

ドなスペクトルが得られた. TRPLの結果から, 

Tb
3+および欠陥発光に注目したときの減衰曲

線を求め, その減衰時間を見積った. 表 1 はそ

の結果である. どちらの発光も x が増えると, 

減衰時間は短くなった. 

図 2は母体励起による, Tb
3+イオンの発光の

立ち上がり曲線である. 破線は各試料の測定

結果と                           を用い

て求めたフィッティング曲線である.   は任意

定数,   は Tb
3+発光の開始時間,  は母体から

Tb
3+へのエネルギーの伝達励起時間である. 濃

度 xに関わらず は 5 nsとなった. 一方で,   は

濃度 x の増加にともなって早くなっていた. x

が大きいほど, 母体発光の減衰は早く, Tb
3+に

よる発光の開始も早くなっていることから ,  

(Y1-xTbx)4(SiS4)3 蛍光体の Tb
3+イオンに起因す

る発光は, 母体の欠陥準位を経由して生じて

いると考えられる. 
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図 1. (Y1-x Tbx)4(SiS4)3 (x = 0.5)の TRPL. 

表 1. (Y1-x Tbx)4(SiS4)3の Tb
3+および欠陥発光にお

ける減衰時間と濃度 xの関係( x = 0.005, 0.01, 

0.1, 0.5 ). 

1.0

0.5

0.0

In
te

n
si

ty
(a

rb
. 

u
n
it

s)

6050403020100

Time (ns)

0.10.5 x = 0.0050.01

In
te

n
si

ty
 (

ar
b

. 
u
n

it
s)

800700600500400300

Wavelength (nm)

10 ns

30 ns

20 ns

図 2. (Y1-x Tbx)4(SiS4)3の発光立ち上がり曲線. 
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